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七
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中

央

日
本

水

成

堆
積

物
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分

布

(

一

)

小

ノ

琢

清

一
､
雅

言

昨
年
八
月
以
降
の
野
外
作
業
に
ょ
-
収
蒐
し
た
資
料
を
基
礎
と
し
た
研
究
の
概
要
は
本
誌

(
昨
年
十

二

十
二
､

本
年

二

二
月
の
四
回
)

に
報
告
し
た
｡
そ
の
間
及
び
そ
の
以
後
は
岩
波
番
店
地
相
撃
講
座
､
日
本
火
山
学
食
機
閥

雛
誌
火
山
.
地
班
教
育
等
は

一
般
の
氷
河
に
闘
す
る
事
項
を
演
逓
す
る
に
骨
身
､
信
濃
緒
地
方
の
氷
河
遺
政
か
ら
学

ん
だ
所
も
所
与
に
梱
れ
て
日
本
に
於
け
る
茸
例
と
し
て
拳
げ
'
そ
の
中
に
は
本
誌
寄
稿
の
際
に
未
だ
乗
付
か
在
か
っ

た
わ
.
又
は
翰
及
す
る
暇
を
か
っ
た
も
の
も
少
-
な

い
｡
貼
れ
ど
も
四
月
以
降
に
は
野
外
観
察
に
基

い
で
報
告
す
る

乙
と
は
田
楽
を
ん
だ
.

此
の
第

一
回
は
観
察
し
た
地
帯
は
主
と
し
て
姉
川
上
流
か
ら
釜
簸
川
に
至
る
構
造
谷
の
両
側
に
限
ら
れ
'
我
々
の

確
か
め
得
た
要
鮎
は
仁
杵
山
脈
で
は
海
抜
七
宵
米
内
外
の
場
廃
に
も
岡
谷
の
地
形
と
水
成
磯
土
が
存
在
し
p
そ
の
三

湖
盆
は

一
種
の
圏
谷
湖
と
肴
倣
す
べ
き
rJ
と
､
宮
川
釜
無
川
南
渓
谷
に
は
西
側
は
赤
看
山
塊
の
某
牝
料
簡
及
び
兼
側

中
火
日
本
永
成
堆
稗
物
の
分
布

荒

れ



地

球

節

十

八
令

弟
大
敗

R
O
O

こ

の
八
ケ
絞
火
山
の
関
南
斜
面
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
堆
石
が
此
の
添
谷
は
落
ち
食
っ
て
ゐ
る
乙
と
'
従
凍
火
山
性
泥
流

と
看
倣
n
れ
た
七
盟
岩
断
崖
は
fJ
の
灘
士
の
露
頭
中
最
も
著
明
在
る
も
の
で
､
韮
崎
紺
観
音
は
を
の
商
備
Lで
怒
-
て

造
か
に
甲
府
盆
地
の
酉
也
段
丘
に
延
び
て
ゐ
る
模
様
で
あ
る
乙
と
等
で
あ
っ
た
0
叉
た
此
の
見
解
が
正
鴎
を
失
っ
て

ゐ
な

い
な
ら
ば
､
洪
積
世
氷
河
の
消
長
が
火
山
活
動
と
錯
綜
し
て
p
我
が
日
本
群
島
の
地
史
の
最
後
の
賢
を
成
す
べ

き
rJ
と
も
指
摘
し
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
東
に
又
た
氷
河
の
消
長
し
た
形
跡
が
兼
成
堆
積
層
は
認
め
ら
れ
､
大
氷
河

時
代

E
iszeital
ter
を
幾

つ
か
の
沸
矧

E
isz
eit
と
之
を
隔
て
る
間
沸
期

In
terg
ta
zial
zeit
に
置
別
し
得
べ
-
想

像
n
れ
'
之
を
確
め
る
手
段
も
亦
允
考
慮
さ
れ
た
が
､
具
象
的
は
之
を
立
寄
す
る
ま
で
ほ
は
進
ま
攻

入
だ｡

本
年
七
八
両
月
二
回
の
旅
行
に
よ
わ
獲
た
材
料
は
此
等
の
問
題
は
輔
し
て
閑
明
し
得
る
所
が
抄
-
な
か
っ
た
｡
左

に
之
を
略
述
す
る
｡

七
月
中
旬
か
ら
八
月
末
ま
で
に
我
々
同
人
の
踏
査
し
た
地
位
は
木
骨
川
姉
川
爾
流
域
を
除

い
て
殆
ル
ビ
信
濃
金
閣

に
至
-
､
地
形
図
と
地
質
図
を
対
照
し
て
推
定
し
た
各
地
匿
に
橡
察
作
業
を
始
め
､
昨
年
遭
遇
し
た
堆
石
風
景
と
趣

の
興
っ
た
も
の
を
認
め
.
問
題
解
決
の
閥
促
た
る
べ

き
洪
積
暦
の
闇
序
上
の
材
料
は
相
々
豊
富
と
な
っ
た
｡

仁
科
地
匠
で
は
染
場
か
ら
和
知
場
に
通
ず
る
路
傍
に
敢
初
に
木
崎
潮
来
で
発
見
し
た
白
色
粘
土
と
同
じ
水
準
は
植

物
化
石
棚
減
暦
に
据
わ
常
で
､
仁
科
山
脈
東
側
に
前
後
二
回
の
氷
河
作
用
が
行
は
れ
ね
と
の
推
論
&
.T支
持
す
る
間
氷

期
の
存
在
の
韮
熱
性
が
認
め
ら
れ
詑
の
は
骨
心
の

一
つ
で
あ
っ
た
｡

虚

無
川
地
匿
で
は
七
盟
岩
の
断
接
を
再
検
し
て
'
衣
と
熔
岩
と
の
互
暦
で
､
入
ケ
捺
火
山
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
か

叉
は
現
場
に
伏
在
し
た
も
の
が
押
し
上
げ
ら
ヰ1
ね
と
想
は
れ
る
も
の
を
群
察
す
る
む
得
た
｡
又
た
釜
無
川
右
岸
即
ち



赤
石
山
塊
東
側
の
牛
腹
以
下
は
八
ケ
按
安
山
岩
堆
石
の
春
賦
す
る
状
態
が
田
中
(
元
之
進
)
排
撃
士
多
年
の
激
変
を
補

足
し
た
本
年
上
海
出
柾
以
後
の
野
外
作
業
ほ
よ
り
頗
る
明
確
と
fqt･S
つ
た
｡
足
れ
は
食

心
の
二
で
あ
る
｡

信
越
線
長
野
柏
原
間
の
沿
線
に
見
え
る
堆
石
丘
は
昨
年
瞥
見
し
滋
の
み
で
十
分
の
観
察
を
遼
ぐ
る
に
暇
を
か
っ
た

が
､
今
回
は
下
水
内
郡
の
地
質
図
と
誌
を
作
ら
れ
た
君
塚
(康
治
郎
)
排
撃
士
と
典
に
新
井
か
ら
宮
倉
に
迂
回
し
三

二

韓
勝
衛
潜
の
報
骨
に
よ
ウ
聞
知
し
･空
目阿
倉
路
傍
の
撒
痕
あ
る
岩
塊
､
豊
野
か
ら
飯
山
は
至
る
千
曲
川
沿
岸
の
堆
石
丘

列
を
見
る
rJ
と
を
村
'
そ
の
後
､
君
塚
氏
の
八
月
債
牛
の
踏
査
に
ょ
･Ct戸
隠
､
飯
綱
'
盈
蝉
等
の
諮
山
麓
を
被
覆
す

る
堆
石
の
形
成
す
る
階
段
が
数
段
は
あ
る
乙
と
が
明
か
と
な
-
､
飯
山
の
南
方
で
千
曲
川
が
長
丘
邸
陵
の
内
側
に
峡

谷
を
成
す
塵
や
豊
野
の
北
の
飯
綱
原
高
原
の
商
遊
ほ
は
氷
河
の
振
動
は
よ
･a
起
ruれ
た
ら
し

い
地
盤
層
位
の
擾
乱
が

散
見
さ
れ
た
｡
此
の
地
匿
で
政
も
古
い
堆
石
丘
の
激
士
の
新
鮮
な
る
も
の
は
駈
る
監
視
で
､
を
の
厚

い
表
土
は
永

レ

風
化
の
粘
基
と
推
定
n
れ
る
な
ど
'
注
意
す
べ
q
u事
賓
も
種
々
知
れ
た
｡
赴
れ
は
骨
心
の
三
で
あ
る
O

上
下
両
高
井
郡
地
位
に
も
亦
光
二
千
米
に
蓮
す
る
火
山
が
幡
嘱
し
､
地
形
岡
上
に
は
氷
河
堆
積
物
の
春
在
を
憩
は

し
め
'
批
諾
況
泉
の
酉
の
山
中
に
在
る
托
琶
池
そ
の
他
の
譜
池
沼
は
そ
の
最
も
著
し

い
も
の
で
あ
る
｡
此
等
の
湖
沼

を
研
究
さ
れ
た
旧
中
子
宙
に
問
以
合
せ
で
昨
年
既
に
略
ぼ
を
の
肯
定
し
程
べ

き
こ
と
を
知
っ
た
が
'
七
月
許
嫁
'
笹

倉
両
氏
と
共
に
能
ブ

湯
に
至
-
､
千
四
五
百
米
以
上
の
高
山
に
退
却
期
の
氷
河
の
残
し
た
政
も
新
ら
し

い
堆
石
風
澄

む
日
晒
し
得
た
の
は
愈
心
の
四
で
あ
る
｡

信
濃
東
部
及
び
東
南
部
の
中
北
佐
久
郡
の
参
科
火
山
の
北
麓
か
ら
南
佐
久
郡
の
八
ケ
線
束
麓
に
亘
る
千
曲
川
上
流

の
左
岸
は
楳
す
る

一
大
地
位
は
昨
年
凍
注
意

を
惹

き
､
そ
の
中
松
原
湖
附
近
の
堆
石
の
存
在
は
太
悶
(董
久
雄
)文
撃

中
火
日
本
東
成
堆
梯
物
の
分
布

M
O
l

三



地

球

節
十
八
怨

妨
六
娩

四

〇
二

四

士
及
び
今
井
市
郎
氏
を
煩
は
し
て
之
HtJ確
か
め
縛
た
｡
今
回
は
笹
倉
､
今
井
両
氏
と
共
に
七
八
耐
月
は
乾
は
小
諸
絵

描
間
の
千
曲
川
沿
岸
及
び
岩
村
田
よ
-
長
久
保
に
至
る
中
山
道
相
通
以
北
の
両
地
区
を
踏
査
し
､
於
原
湖
附
近
の
小
ヤ

潮
盆
が
大
月
川
は
滑
ふ
た
退
却
期
堆
石
間
に
山
裾
ね
も
の
を
る
rJ
と
む
知
-
'
八
木
虜
助
氏
に
紹
介
さ
れ
た
畑
八

､

刺
戟
の
両
哲
象
化
石
の
埋
蔵
暦
が
何
れ
も
堆
石
に
被
覆
計
れ
､
各

1
間
氷
期
を
代
表
す
べ
き
FJ
と
を
知
与
'
蓉
科
北

麓
に
押
し
出
さ
れ
た
氷
舌
の
地
形
を
有
す
る
中
山
道
街
道
以
北
の
基
地
は
本
間
､
小
山
両
氏
の
所
謂
魔
川
暦
の
上
を

被
覆
す
る
磯
士
を
戴
き
'
望
月
茂
旧
井
等
は
rJ
の
水
音
盆
地
に
在
る
rJ
と
を
知
っ
た
.
後
者
に
は
安
山
岩
基
塊
が
番

い
堆
石
を
代
表
す
る
磯
士
は
被
覆
ruれ
､
そ
の
上
は
飽
川
暦
が
凍
み
､
更
に
そ
れ
か
ら
新
ら
し
い
磯
士
は
漸
移
す
る
こ

と
が
略
ぽ
明
瞭
と
攻
上

延
い
て
或
は
火
山
性
基
魂
岩
或
は
火
山
岩
層
或
は
泥
流
と
し
て
示
n
れ
カ
地
質
同
上
は
見

る
所
の
捨
色
の
匿
別
か
ら
離
れ
て
水
成
堆
積
物
の
本
性
を
基
礎
と
し
て
置
別
の
必
要
を
婿
威
し
た
｡
是
は
今
回
の
踏

査
に
よ
っ
て
獲
た
最
も
重
要
を
る
結
果
の
一
で
あ
る
｡
符
は
千
曲
川
の
河
崖
に
露
は
る
J
相
演
の
所
謂
鰻
川
暦

(
A

水
月
助
氏
の
千
曲
層
)
が
貴
白
二
色
の
縞
目
を
有
す
る
粘
土
か
ら
威
力
'
水
音
か
ら
流
出
す
る
水
量
の
季
節
的
増
減

ほ
よ
り
生
じ
た
プ
ア
ル
ブ

V
arv
es
(歳
班
と
就
縛
し
た
い
)
で
は
在
い
か
と
想
は
れ
る
の
は
面
白
か
つ
ね
｡
此
の
郡

安
に
注
意
し
た
後
豊
野
輝
北
観
音
寺
山
の
土
取
場
で
暗
褐
色
と
昔
黄
友
色
の
粘
土
の
薄
層
の
交
互
す
る
も
の
が
同
じ

-
歳
排
を
意
塊
す
べ
き
を
知
っ
た
｡

野
韓
日
田
岡
の
千
曲
川
東
岸
に
見
る
離
山
弧
丘
の
西
側
に
荒
敵
熔
岩
は
磯
士
が
ノ
シ
か
J
つ
た
状
態
の
如

き
は
両

者
の
前
後
の
踊
係
HLJ知
る
手
掛
-
と
を
る
も
の
と
し
て
面
白

い
｡

左
に
君
擬
世
倉
両
氏
を
煩
は
し
て
を
の
観
察
の
詳
細
を
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
0



二
､
飯
綱
'
黒
姫
火
山
の
氷
河
作
用

北
部
信
濃
､
-上
水
内
､
下
水
内
爾
郡
及
び
越
後
問
中
質
城
郡
に
は
戸
隠
山
の
束
は
妙
高
山
鹿

完
町
か
ら
斑
尾
そ
の

他
の
火
山
に
か
け
て
千
米
以
上
の
山
獄
が
掘
起
し
て
虞
々
に
氷
成
堆
積
物
が
認
め
ら
れ
る
rJ
と
は
昨
年
既
に
報
告
し

た
鼓
に
本
年
七
八
月
両
郡
に
亘
る
飯
綱
p
黒
酢
両
火
山
の
氷
河
作
用
は
就

い
て
学
ん
だ
所
を
述
べ
る
｡

スソ
.ハナ

乙
の
両
火
山
の
南
蛍
は
第
三
紀
層
及
び
傑

花

森

衣
岩
の
浸
蝕
面
に
堆
積
せ
る
水
成
磯
土
が
鹿
-
分
布
す
る
が
晩
氷

期
以
後
の
浸
蝕
は
よ
-
明
瞭
在
地
形
失
は
れ
､
唯
多
量
の
迷
岩
塊

E
rTatic
b
lock
s
及
び
擦
痕
を
有
す
る
堆
石
に

そ
の
形
跡
む
留
め
て
ゐ
る
.
之
に
此
す
れ
ば
来
遊
並
び
に
南
東
蛍
に
於
で
は
浸
蝕
の
程
度
小
で
､
鳥
居
川
が
南
北
に

走
る
峡
谷
を
な
す
の
み
で
､
堆
石
の
造
っ
た
地
形
を
寵
め
得
る
｡
此
の
換
谷
で
は
標
高
三
八

〇
米
内
外
か
ら

〓
1
0

0
米
以
上
は
至
る
ま
で
六
段
の
堆
石
轟
,<L.癖

成
し
､
裾
野
か
ら
初
ま
わ
､
遠
-
下
水
内
郡
飯
山
町
北
鞘
ほ
ま
で
達
し

で
ゐ
る
(図
版
第
六
髄
節
二
間
参
照
)

｡
是
等
堆
石
壷
を
構
成
す
る
物
質
は
盆
-
河
成
砂
利
暦
に
見
ら
る
る
如

き
淘
汰

作
用
の
形
跡
を
-
p
大
小
匿
々
た
る
岩
塊
が
粘
土
中
は
埋
没
さ
れ
て
ゐ
る
｡
是
等
の
段
丘
状
を
成
す
堆
石
は
灘
河
減

退
の
異
つ
ね
時
期
に
形
成
せ
ら
れ
允
も
の
で
あ
る
｡

此
の
地
位
の
地
形
及
び
地
質
を
観
る
ほ
'
妙
高
火
川
を
盟
主
と
す
る
北
信
火
山
噴
出
地
域
は
千
曲
川
の
北
開
蓮
に

於
け
る
水
上
内
郡
､
下
水
内
郡
及
涙

越
後
間
中
銀
塊
郡
に
亘
タ
､
妙
高
出
(
二
四
四
五
米
九
)'
黒
脈
山

(
二
〇
五
三

光
四
).
飯
綱
山
(
一
九

一
七
光
四
)戸
隠
山
(
l
九

二

兼
)
を
初
め
と
し
イL
t
下
水
内
郡
に
於
け
る
斑
尾
山
(
<t
三
八

一
光
八
)p
太
平
山
等
の
諮
火
山
を
含
む
O

此
の
火
山
群
を
横
ぎ
･q
斑
尾
山
､

黒
姫
山
を
連
ぬ
る
略
東
西
に
近

い
分

水
界
に
よ
-
一
は
閥
川
と
威
力
北
流
し
､

一
は
鳥
居
川
と
し
て
商
流
､
千
曲
川
に
各
す
る
｡
信
越
線
は
児
の
爾
河
谷

中
火
日
本
水
成
堆
掛
物
の
分
布

三瓦



粕

淵

節
十
八
番

節

六

班

四
〇
四

六

は
沿
う
て
ゐ
る
.
妙
高
､
黒
姫
､
飯
綱
の
三
火
山
は
此
等
の
谷
の
酉
側
は
苗
牝
の
方
向
は
連
峰
す
る
｡

イ
､ヅ
ナ

リ
mウ
セ
ン
･

飯
綱
山
は
千
曲
川
は
近
-
聾
立
L
t

一
九

7
七
米
凹
む
敢
苗
と
す
る
飯

細

山

､
露

仙

山

(
1
八
七

1
米
)
.-

喝
璃

ケ
ナ
シ

山
(
一
七
五
〇
米
)
.
天
狗
山
(
一
七

一
入
来
)
の
渚
峯
ま
わ
威
力
､
酉
側
に
怪

無

出

(
一
五
八
入
来
)
の
寄
珪
火
山
が
あ

･t･,ヅ
ナ

り
ヨウ
ゼ
ン

る
O
噴
出
口
の
跡
は
明
か
で
覆
い
が
､
天
狗
､
喝
瑞
､
飯

縄

､

登

仙

の

諾
峯
で
国
縫
n
れ
ね
聞
魔
は
北
々
東
方
､
飯

綱
､
黒
姫
両
火
山
の
間
を
兼
流
す
る
鳥
居
川
の
上
流
に
向
以
敏
潰
し
て
ゐ
る
｡
此
の
方
面
は
特
に
綬
傾
斜
で
塵
士
を

留
め
て
ゐ
る
｡
飯
綱
山
は
を
の
裾
野
飯
綱
原
か
ら
抜
-
rJ
と
七
〇
〇
米
飴
､
傾
斜
は
飴
-
急
で
な

い
｡
長
野
市
か
ら

rJJJ.-,i

月
慣
据
淀
に
沿
以
登
肇
す
る
に
豊

北

凝
次
岩
及
び
第
三
紀
暦
の
丘
陵
は

一
〇
〇
〇
米
内
外
は
至
る
間
は
漫
蝕
著
し
く

ま
た
急
坂
で
あ
る
が
'
京
田
附
近
ほ
至
れ
ば
厨
排
撃
ホ
さ
拍
大
小
の
岩
魂
が
鮎
土
中
は
埋
も
れ
た
磯
士
の
堆
積
を
見

る
が
'
飯
綱
原

(標
高

一
〇
〇
〇
米
内
外
よ
-1
勅
せ
る
)
に
至
れ
ば
起
伏
少
-
'
表
面
は
磯
土
の
風
化
し
た
赤
土
に

肢
は
れ
て

傾
斜
極
め
て
経
を
小
間
丘
が
瓢
衣
し
.
堆
石
風
発
が
展
開
し
､
南
東
側
は
特
に
著
し

い
｡
飯
綱
山
を
構

成
す
る
安
山
岩
は
飯
綱
式
熔
岩
固
有
の
特
性
を
有
し
､
新
鮮
な
る
破
砕
面
で
は
石
基
は
軌
色
で
p
散
鮎
す
る
斜
長
石

の
斑
晶
は
比
較
的
小
ru-
､
略

一
様
を
粟
粒
大
で
あ
る
が
'
輝
石
の
斑
晶
は
大
抵
数
個
の
晶
髄
の
集
放
し
て
小
豆
大

の
固

い
一
国
を
な
す
も
の
で
､
略
等
距
離
に
散
在
す
る
.
飯
綱
原
に
は
飯
綱
熔
岩
魂
は
飴
-
見
昏
ら
伯
が
､
長
野
市

に
近
い
大
峯
両
肘
鑑
の
硲
花
凝
友
岩
ま
た
は
第
三
紀
層
の
浸
蝕
両
に
を
の
大
岩
塊
の
多
数
が
見
ら
れ
.
東
方
信
越
線

は
近
い
三
水
村
'
中
郷
村
､
高
岡
村
の
五
〇
〇
米
乃
至
八
〇
〇
米
の
堆
石
毒
上
に
も
散
布
し
又
は
粘
土
草
は
埋
没
し

た
も
の
が
頗
る
多

い
｡

そ
の
表
面
に
擦
痕
を
有
す
る
も
の
が
蔑
見
さ
れ
､､
種
数
米
に
封
す
る
大
岩
塊
も
珍
ら
し
-

勿仏
い
○



放
山
崎
博
士
は
妙
高
火
山
免
調
査
報
文
三
六
貫
に

｢
山
頂
少
許
の
部
分
に
は
狗
岩
石
の
露
出
す
る
79
の
あ
-
､
叉

裾
野
の
間
に
も
社
々
岩
石
の
大
塊
散
期
し
て
褐
色
櫨
栂
の
中
は
混
ぜ
ヵ
'
足
れ
蓋
し
積
る
月
日
の
間
に
崩
壊
し
'
輯

幌
し
凍
れ
る
も
の
は
し
て
社
時
の
噴
石
に
は
あ
ら
ざ
る
を
-
｣
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
山
に
近

き
飯
綱
原
に
稀
は

し

て､
却
っ
て
遠
-
隔
て
て
鳥
居
川
流
域
附
産
は
多
量
に

而
か
も

大
岩
塊
が
散
在
し
て
ゐ
る
は
注
意
す
べ
き
事
賓

で
あ
る
｡

月
隠
帥
就
中
酢
か
ら
柏
原
に
通
ず
る
路
の
附
近

完
竹
は
赤
土
を
以
て
蔽
は
れ
で
ゐ
る
が
'
韮
側
は
飯
綱
山
よ
カ
来

た
大
小
岩
塊
及
粘
土
の
堆
積
に
し
て
､
西
側
は
月
陰
山
よ
ら
兼
ね
も
の
で
'
魔
々
阻
動
地
と
な
ら
.'

完
W
は
波
状
地

の
上
に
綬
傾
斜
の
小
間
丘
が
多
-
見
ら
れ
る
｡

戸
隠
山
は
戸
隠
牧
場
よ
-
披
-
rJ
と
八

〇
〇
米
許
与
で
北
兼
-
商
筒
の
方
向
に
走
る
前
山
は

一
連
の
断
崖
を
成
し

王
向
変
､
乙
妻
嗣
山
に
連
夜
-
､
後
者
は
之
阜
遊
山
と
呼
ん
で
ゐ
る
｡
平
塚
平
八
氏
に
従

へ
ば
も
前
山
は
集
塊
岩
よ

-,L
成
-
､
基
山
は
第
三
配
管
及
び
之
恕
貫

い
て
噴
出
し
た
角
閃
石
安
山
岩
及
び

一
見
輝
線
岩
棟
の
角
閃
石
石
基
安
山

岩
よ
ら
成
る
と

い
ふ
｡

月
爆
牧
場
の
展
西
に
聾
立
す
る

一
不
動
よ
上
向
婁
山
に
至
る
間
を
里
人
､

一
不
動
､

二
粋

迦
､
三
文
珠
.
四
菅
野
､
五
地
減
p
六
漸
覗
､
七
薬
師
七
八
観
音
､
九
勢
至
p
十
阿
弼
陀
の
諸
峯
は
分
ち
'
二
粋
迦
は

特
異
の
角
閃
石
安
山
岩
で
肝
赤
褐
色
の
石
基
に
黒
純
色
の
比
較
的
大
晶
の
角
閃
石
が
斑
晶
を
成
し
て
ゐ
る
が
､
そ
の

他
は
砂
岩
､
磯
岩
の
互
暦
で
峨
々
た
る
山
脊
を
露
は
し
て
ゐ
る
｡
南
蛮
'
乙
妻
の
両
山
は
第
三
紀
層
を
貫
き
塊
状
を

成
し
逃
川
し
た
非
閃
安
山
岩
よ
-
戚
-
､
場
塵
依
-
ほ
粒
の
親
御
は
あ
る
が
､
飯
綱
､
黒
膳
の
爾
輝
石
安
山
岩
と
外

観
を
異
に
し
.
堅
枚
に
し
て
純
色
を
量
し
､
間
々
石
英
を
散
乱
し
て
ゐ
る
｡
此
の
特
性
を
有
す
る
岩
石
の
同
機
及
び

叫
火
日
本
永
成
堆
椀
物
の
分
布

四

〇或

七



地

線

鈴
十
八
番

餅
六
雛

誓

六

八

擦
痕
を
有
す
る
岩
襖
は
長
野
市
よ
上
向
岡
村
を
経
て
柏
原
に
迫
ず
る
葡
間
道
に
櫓
ふ
坂
中
峠
(
八

一
七
光
)
附
近
及
び

流
紋
岩
か
ら
成
る
三
寒
川
(坂
中
峠
の
光

一
粁
)聡
に
堆
積
し
､
そ
の
機
は
種
三
極
乃
至

二
〇
糎
に
達
す
る
O
此
外
大

岩
魂
の
磯
土
中
に
含
ま
れ
た
も
の
は
信
越
線
豊
野
鰐
の
北
東
凡
二
粁
､
神
郷
柑
泉
平
(
四
五
〇
米
)
に
79
磯
風
芸
れ
る

坂
中
峠
附
近
ほ
は
主
に
高
宴
熔
岩
磯
の
堆
積
む
見
る
が
泉
卒
に
於
て
は
飯
綱
熔
岩
塊
に
混
じ
て
ゐ
る
｡
叉
発
声
隠
山

二
稗
迦
に
特
異
な
る
角
閃
石
安
山
岩
の
多
少
擦
痕
あ
る
圃
磯
の
堆
積
は
相
原
附
近
の
飯
純
山
裾
野
の
基
地

(海
抜
約

六
五
〇
米
)
を
構
成
す
る
む
見
れ
ば
飯
綱
､
黒
酢
等
の
火
山
の
暁
出
に
光
っ
て
起
っ
た
氷
河
作
用
を
考

へ
得
る
｡

巣
姫
川
は
海
抜

一
九
八
二
光
は
達
し
､
飯
綱
火
山
と
鳥
居
川
上
流
を
隔
て
て
そ
の
北
は
聾
立
L
t
相
原
騨
よ
且
向

き
rJ
J
J
一
二
五
〇
米
で
あ
る
｡
其
の
北
聞
方
に
肇
立
す
る
小
黒
姫
(
1
九
四
〇
来
)
を
中
央
火
口
丘
と
す
る
複
式
火
E

で
､
火
口
壁
の
北
酉
方
が
敏
潰
し
て
ゐ
る
｡
そ
の
岩
石
は
爾
輝
石
安
山
岩
で
黒
色
堅
硬
多
少
多
孔
質
で
.
飯
綱
熔
岩

に
此
す
れ
ば
精
淡
色
で
あ
る
｡
韻
姫
火
山
の
異
酉
に
連
な
る
佐
波
山
(
7
八
二
七
光
六
)
及
び
石
原
山
(
一
五
〇
〇
米
)

に
挟
ま
れ
カ
凹
虞
は
圏
谷
を
な
し

1
三
〇
〇
米
内
外
よ
･Q
二

〇
〇
米
の
古
池
'
種
池
の
基
地
ま
で
急
傾
斜
を
覆
し

て
ゐ
る
O
此
基
地
は
磯
士
よ
か
成
ら
P
其
の
南
船
は
鳥
居
川
の
浸
蝕
を
受
け
て
ゐ
る
｡
種
池
の
南
大
橋
の
東
側
路
傍

は
於
で
堆
石
中
程

一
米
六
五
は
達
す
る
段
肺
熔
岩
塊
に
明
瞭
を
る
擬
症

を
有
す
る
を
見
出
し
た
.

黒
姫
､
飯
綱
弼
火
山
は
挟
ま
れ
た
鳥
居
川
上
流
匿
域
は
報
土
の
堆
積
多
-
1
甲
に
純
白
色
の
岩
粉
を
混
在
し
､
大

伴
磯
電
所
用
水
腹
道
の
兼
は
そ
の
風
化
し
た
赤
土
は
蔽
は
れ
て
ゐ
る
｡
聴
電
所
よ
う
兼
方
は
飯
綱
山
の
北
北
東
の
駄

酒
よ
-
流
下
せ
る
兼
河
磯
士
原
-
姦
地
を
成
し
p
兼
に
向
S
躍
傾
斜
を
成
し
て
ゐ
る
が
､
柏
原
輝
の
墓
地

(
約
七
〇

〇
米
)
に
移
る
盛
は
傾
斜
は
急
と
在
り
､
亦
土
中
の
岩
塊
に
は
擦
痕
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
.
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地

球

第
十
八
聴

解
六
紙

.

E
O
八

一
〇

高
坂
は
飯
綱
火
山
の
飯
純
度
霧
仙
山
の
二
峯
の
間
に
著
し
-
浸
蝕
ruれ
た
大
樺
か
ら
飯
細
山
の
商
兼
方
南
岡
村
高

坂
tこ
向
S
延
び
た
堆
石
蔓
の
登
-
口
で
あ
る
｡
高
坂
(海
抜
凡
八
〇
〇
米
)
か
ら

一
六
〇
米
許
の
急
坂
を
登
れ
ば
赤
土

に
蔽
は
れ
た
平
坦
夜
基
地
と
な
る
｡
飯
綱
式
熔
岩
塊
の
埋
没
せ
る
も
の
を
組
め
る
外
乙
の
水
音
盆
地
は
小
池
叉
は
低

韻
地
を
成
し
､
綬
傾
斜
の
小
囲
丘
が
散
在
し
た
堆
石
風
景
が
見
ら
れ
る
｡
乙
の
急
坂
は
放
て
之
を
構
成
す
る
堆
積
物

を
槍
す
る
に
､
下
部
に
は
大
小
障
々
た
る
飯
綱
式
熔
岩
魂
が
赤
土
の
中
は
灘
無
と
堆
積
し
上
部
に
近
づ
け
ば
､
第
三

紀
磯
岩
の
崩
壊
し
て
隼
じ
た
台
座
暦
小
圃
磯
及
び
白
色
岩
粉
を
混
じ

てゐ
る
｡

こ
れ
等
の
岩
塊
及
小
圃
磯
に
は
捧
痕

を
印
せ
る
も
の
頗
る
多
し
｡
蓋
し
此
の
地
筒
に
於
け
る
浜
谷
氷
河
に
因
る
堆
積
物
に
し

て'
黒
姫
'
飯
綱
爾
火
山
問

の
息
居
川
上
流
に
沿
S
発
達
し
て
相
原
輝
の
酉
方
に
急
坂
を
成
し
延
び
て
ゐ
る
堆
石
と
同
様
の
成
生
ほ
か
㌧
る
も
の

を
ら
凡
｡
批
の
堆
積
物
の

一
部
は
河
兼
性
の
79
の
79
あ
ら
碍
る
.

堆
石
段
丘

飯
綱
も
黒
姫
両
火
山
の
尭
及
び
南
東
鹿
に
は
山
麓
水
河
の
堆
石
を
見
る
が
'
氷
河
の
消
長
は
依
与
形

成
rb
れ
た
る
堆
石
環

M
oran

en嘗
Ttet

は
南
濃
筋
三
配
暦
の
浸
蝕
面
に
堆
積
せ
る
も
の
の
如
-
浸
触
感
な
ら
ざ
る

為
め
.
常
初
の
地
形
の
保
存
此
蚊
的
良
好
に
し
て
四
段
の
堆
石
段
丘
を
追
跡
し
碍
べ
-
､
下
段
の
も
の
は
猫
み
鳥
居

川
流
域
は
止
ら
ず
､
遠
-
下
水
内
郡
飯
山
町
北
端
ま
で
遷
し
て
ゐ
る
｡

三
､
鳥
居
川
換
谷
の
堆
石
環

其
の

一
は
七
〇
〇
米
以
上
の
段
丘
に
し
て
､
飯
綱
､
黒
姫
雨
火
山
溌
東
経
の
外
､
富
士
里
村
大
井
附
近
､
三
水
柑

花
見
城
山
､
及
び
野
尻
湖
の
南
閣
線
に
機
運
す
る
｡
高
岡
村
地
籍
に
あ
っ
て
は
特
に
大
岩
魂
多
-
擦
蟻
を
印
す
る
も

の
も
多

い
｡
浸
蝕
の
薦
め
其
の
分
布
は
断
縛

す
る
も
､
下
水
内
郡
に
も
及
ん
で
ゐ
ね
と
瓜
は
れ
､
下
水
内
郡
南
部
の



第
三
紀
層
の
浸
蝕
面
を
倣
う

て
磯
士
の
春
在
も
剖仙
め
ら
れ
る
｡
其
の
二
は
六
〇
〇
兼
以
上
の
段
丘
ほ
し
で
､
前
者
は

次

い
で
鳥
居
川
流
域
に
騰
-
分
布
す
る
が
'
堆
石
環
は
鳥
居
川
の
流
路
に
略
直
角
は
高
岡
'
富
士
里
､
三
水
の
三
相

地
籍
に
豆
ム
急
坂
む
成
し
て
牟
穐
輝
の
基
(海
抜
凡
五
二
〇
米
)
に
移
る
｡
里
人
は
之
を
上
段
と
糾
し
､
此
以
下
を
下

段
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
､
ア
マ
チ
ャ
の
如
き
農
作
物
の
生
育
は
上
段
に
限
ら
れ
､
特
殊
の
農
業
的
地
域
で
あ
る
｡
碓
石

塀
は
鳥
居
川
の
千
曲
川
に
注
入
す
る
立
花
附
近
を
中
心
と
し
略
七
粁
む
年
税
と
す
る
牛
固
形
に
分
布
す
る
｡
車
線
輝

よ
ら
北

一
粁
寺
坂
は
到
る
間
は
所
謂
下
段
と
栴
す
る
六
〇
〇
米
以
下
の
堆
石
基
で
あ
る
が
'
全
面
種

山
C
糎
以
下
の

安
山
岩
圃
磯
暦
か
ら
在
っ
て
ゐ
る
｡
現
在
表
土
を
除

い
て
圃
磯
を
集
め
鑑
勝
川
で
ブ
ス
と
し
て
盛
に
採
集
し
っ
J
あ

る
が
t
等
阪
等
六
〇
〇
米
以
上
の
堆
石
環
の
蓮
縁
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
そ
の
下
方
に
砂
利
原
を
成
し
た
の
で
あ
る

(
同
版
第
六
版
第

1
同
蓉
悩
…)
0

寺
阪
の
部
落
に
入
る
虜
は
綬
傾
斜
の
坂
路
で
あ
る
が
､
部
落
の
北
蓮
に
は
堆
石
環
の
走
向
に
小
国
丘
が
兼
酉
に
亘

ら
列
ん
で
ゐ
る
｡
両
端
よ
-
数

へ
て
銀
山
､
横
山
.
立
野
､
飯
綱
堂
､
諏
訪
峯
と
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
は
そ
れ
で
'
此

の
他
は
荷
は
定
に
小
ru
い
圃
丘
も
あ
る
｡
此
等
小
圃
丘
列
の
前
闇
の
傾
斜
の
急
な
る
は
堆
石
環
の
傾
斜
面
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
｡
即
ち
此
等
小
間
丘
は
堆
石
環
と
砂
利
原
と
の
遷
移
面
に
遷
移
錐

U
eb
ergan
gsk
eg
el
が
別
刺
さ
れ
て

出
水
ね
も
の
で
あ
る
G
堆
石
環
壁
に
は
赤
土
の
中
に
大
小
匿
々
た
る
飯
綱
式
熔
岩
塊
及
び
第
三
紀
層
灘
岩
中
に
含
ま

れ
て
ゐ
た
有
産
暦
岩
石
の
固
磯
が
埋
没
し
て
ゐ
る
が
'
金
-
替
桝
を
駄
き
'
固
磯
及
び
岩
塊
に
は
擦
痕
を
有
守
る
も

の
が
珍
し
-
な

い
｡
堆
石
環
壁
に
は
ま
ね
大
在
る
岩
塊
多
-
'

種
二
光
に
飴
る
も
の
も
あ
っ
て
､
轄
痕
を
有
す
る

も
の
が
多

い

.
rJの
段
丘
の
上
面
は
殆
ル
ビ
軍
規
で
緩

い
起
伏
堅
不
し
､
そ
の
赤
土
の
中
に
は
育
塾
代
の
岩
石
の
小

中
火
日
本
永
成
椴
松
物
の
分
布

E
Z
0
ル

1二



地

珠

筋
十
八
食

餌
大
助

四
1
0

一
二

圃
磯
及
び
安
山
岩
の
小
岩
魂
が
散
鮎
す
る
｡
墨
向
坂
の
束
.
中
郷
村
袖
之
山
の
堆
石
項
に
於
で
は
大
岩
魂
の
散
在
著

i,lフイヂ

し
く
多

い
｡
中
郷
柑
平
出

(
長
野
市
よ
-
柏
原
は
到
る
間
道
は
滑
ふ
部
落
で
源
故
凡
五
六
〇
米
)
の
西
方

一
群
は
及

ぶ
耕
地
を
経
て
堆
石
環
壁
に
連
す
る
が
此
の
間
に
は
特
に
大
な
る
迷
岩
塊
が
散
鮎
す
る
｡
耕
地
を
過
ぎ
て
坂
路
に
移

る
と
rJ
ろ
で
種
八
五
糎
の
飯
綱
式
熔
岩
魂
の
三
両
に
極
め
て
明
瞭
を
る
擦
痕
を
印
す
る
堆
石
も
磯
児
し
た

(
圃
髄
節

六
版
第
三
閲
愛
用
)
｡

堆
石
毒
上
は
赤
土
は
蔽
は
れ
大
小
都
然
た
る
岩
塊
が
埋
7g
れ
て
ゐ
る
が
､
袖
之
山
を
鷹
で
高
岡

村
に
至
る
間
の
黒
川
､
新
井
p
北
川
p
夏
川
､
茶
臼
山
等
の
部
落
は
堆
石
基
が
黒
川
は
浸
蝕
さ
れ
て
出
凍
死
盆
地
の

周
囲
に
在
っ
て
基
地
堆
積
物
を
窺
ふ
乙
と
が
出
氷
る
｡
茶
臼
山
附
近
ほ
放
て
は
上
部
に
三
光
飴
の
赤
土
の
下
は
次

い

で
二
光
飴
の
粘
土
が
露
は
れ
p
虻
に
そ
の
下
は
三
光
飴
の
多
少
粕
粒
の
粘
土
が
出
て
ゐ
る
｡
是
等
の
暦
は
堆
石
境
の

内
部
に
形
成
さ
れ
允
る
水
音
盆
地
に
運
搬
堆
積
n
れ
た
湖
水
堆
積
物
と
考

へ
ら
れ
る
｡

次
ぎ
ほ
野
尻
湖
附
鑑
は
､
牝
.
東
､
南
の
三
面
は
第
三
紀
層
下
部
の
貫
岩
よ
-
威
力
'
之
を
貫

い
て
噴
出
し
た
複

輝
石
安
山
岩
で
囲
ま
れ
て
ゐ
る
｡
琵
琶
崎
､
椎
ケ
胎
'
琵
琶
島
等
を
初
め
と
し
南
岸
の
標
高
室

二
五
米
の
小
暑
も
安

山
岩
よ
少
成

る
｡

酉
速
に
あ
っ
て
は
上
山
'
大
久
保
間
湖
底
に
貫
岩
層
を
見
ら
れ
る
が
'
閣
面
湖
岸
の
完
冊
は
磯

士
の
堆
積
に
依
少
形
成
せ
る
も
の
で
､
或
は
堆
石
環
は
和
皆
す
る
も
の
と
想
は
れ
､
fJ
の
軍
は
堰
止
め
ら
れ
て
野
尻

湖
が
出
来
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡
湖
岸
の
古
間
村
昔
年
運
動
場
は
堆
石
の
上
を
地
な
ら
し
し
て
建
設
ruれ
ね
79
秒

で
､
上
面
に
多
少
園
味
を
帯
び
た
種
五
糎
内
外
の
安
山
岩
磯
暦
を
載
せ
'
叉
ね
'
柏
原
小
撃
校
々
庭
は
赤
土
を
除
去

L
で
二
一段
の
運
動
場
を
造
っ
て
ゐ
る
が
､
此
所
に
も
堆
積
物
の
断
面
を
明
示
し
で
ゐ
る
.
即
ち
赤
土
は
次
い
で
安
山

岩
砂
及
び
安
山
岩
桃
の
瓦
暦
が
あ
る
｡
走
等
の
姉
薯
に
よ
れ
ば
野
尻
湖
両
岸
の
丘
陵
は
堆
石
環
で
､
rJ
れ
等
の
堆
積



物
は
其
の
内
側

凹
地
即
ち

水
音
盆
地
は
河
水
又
は
湖
水
の
堆
積
作
用
が

布
は
れ
LtJ
堆
石
壷
上
に
堆
積
し
た
の
で
あ

,b
う

0
そ
の
三
は
五

〇
〇
米
以
上
の
段
丘
即
里
人
の
呼
ぶ
下
段
は
三
水
.
中
郷
の
両
村
に
豆
カ
､
六
〇
〇
米
以
上
の
堆
石

壷
に
限
ら
れ
鳥
居
川
の
千
曲
川
は
注
入
す
る
立
ヶ
花
の
速
ま
で
分
布

し
て
ゐ
る
｡
鳥
居
川
の
浸
蝕
に
よ
-1
峡
谷
と
な

～,L
･
堆
積
物
の
露
出
も
良
好
で
あ
る
｡
豊
野
よ
カ
牟
他
に
至
る
鳥
居
川
流
域
に
放
て
､
局
部
的
に
河
水
堆
積
の
固
磯

層
を
見
､
中
郷
'
三
水
､
高
岡
三
村
界
で
は
熔
岩
が
露
は
れ
る
が
､
登
健
と
し
て
は
赤
土
の
多

い
擁
土
か
ら
成
る
｡

熔
岩
の
露
Ⅲ
は
範
囲
極
め

て狭
-
､
熔
岩
流
の
露
頭
と
は
恩
は
れ
SE
O
氷
河
に
押
し
流
さ
れ
て
迷
岩
塊
式
に
運
搬
ru

れ
カ
,p
の
か
と
想
は
れ
る

｡鳥
居
川
床
か
ら
堆
石
轟
は
登
る
谷
間
に
は
､
何
れ
の
谷
に
も
赤
土
中
に
大
岩
塊
が
埋
没

し
,
番
匠
屋
敷
は
登
る
谷
で
は
讐

亮

飴
に
上
る
も
の
が
珍
ら
し
-
な

い
.
岩
塊
は
飯
綱
式
熔
岩
で
石
材
と
し
て
切

ら
出
し

てゐ
る
｡
番
匠
屋
敷
の
急
坂
路
は
移
る
塵
で
は
磯
士
の
中
に
白
色
岩
粉
を
難
え
､
ま
た
下
部
第
三
紀
層
の
貢

岩
塊
,p
混
在
す
る
｡
牟
穂
騨
か
ら
三
水
村
に
到
る
術
道
脇
に
79
同
様
の
露
頭
が
あ
る
.
番
匠
屋
敷
に
上
れ
ば
赤
土
に

赦
は
れ
允
平
坦
両
と
在

カ
'
是

よ
且
削
坂
を
鮭
で
古
屋
敷
に
至
る
柏
原
街
道
は
著
し

い
起
伏
を
上

席
傾
斜
の
小
圃

丘
を
此
所
政
所
は
起
伏
堆
石
風
景
数
量
し
て
ゐ
る
｡

牟
鵡
附
堅

固
に
は
上
層
の
安
山
岩
の
小
閲
磯
に
次

い
で
､
粘
土
､
安
山
岩
砂
の
互
暦
が
露
は
れ
'
砂
利
原
を
憩

は
し
め
る
｡

四
〇
〇
米
以
上
の
堆
石
段
丘
は
千
曲
川
渋
面
原
は
接
し
p
長
野
市
よ
少
鳥
居
川
の
合
流
鮎
を
越
え
て
北
東
に
向
S

下
水
内
郡
南
部
の
千
曲
川
に
櫓
以
'
遠
-
飯
山
町
の
北
端
長
峯
の
丘
陵
ま
で
捷
擬
し
て
ゐ
る
｡
表
面
は
風
化
し
た
赤

中
火
日
本
永
成
聯
秋
物
の
分
布

四
二

三
一



土
は
蔽
は
れ
て
ゐ
る
が
､
大
小
岩
塊
を
交

へ
た
圏
即
を

さ
氷
河
報
土
よ
-
成
-
､
下
水
内
郡
秋
津
村
静
間
よ
多
田
草

は
到
る
谷
間
に
は
揮
玉
来
に
連
す
る
大
塊
が
横
は
与
､
多
数
の
迷
岩
が
譜
魔
に
残
っ
て
ゐ
る
｡
そ
の
南
方

1
粁
の
珪

石
術
門
新
田
に
は
安
山
岩
及
び
高
妻
式
槽
岩
塊
に
明
瞭
在
る
擦
痕
を
有
す
る
も
の
を
見
､
長
峯
の
丘
陵
並
に
下
朝
川

に
も
之
と
同
じ
岩
塊
が
健

児
さ
れ
る
｡

千
曲
川
に
沿
以
下
水
内
郡
南
部
の
奥
手
山
及
び
替
佐
の
丘
陵
の
内
側
に

一
昔
の
盆
地
が
永
江
か
ら
亦
腰
は
連
-
､

鋸
尾
州
の

一
支
流
は
之
を
切
っ
て
安
山
岩
小
圃
磯
､
白
色
岩
紛
及
び
粘
土
の
互
暦
を
露
は
し
､
下
亦
飽
p
米
山
等
で

は
そ
の
厚
ru
IT
O
米
に
連
す
る
が
､
堆
石
環
内
の
水
音
盆
地
の
堆
積
物
と
想
は
れ
る
｡

以
上
の
諸
堆
石
段
丘
に
は
遷
移
錐
､
砂
利
原
､
河
水
及
び
潮
水
堆
積
物
の
凝
連
を
見
る
｡
高
度
四
〇
P
米
の
碓
石

基
は
そ
の
大
部
分
む
蔽
ふ
も
の
j

如
-
'
千
曲
川
に
面
す
る
そ
の
連
練
で
は
後
者
は
河
水
堆
積
暦
と
推
定
rbれ
る
も

の
を
被
覆
し
､
氷
河
移
動
の
潜
時
加

へ
た
る
腰
迫

S
tauchu
n
g

に
よ
タ
層
位
の
擾
乱
を
も
起
し
た
形
跡
を
不
し
て

ゐ
る
｡
此
の
地
盤
を
成
す
79
の
は

四
p
級
土
下
の
河
水
堆
積
暦

と
看
放
し
得
る
79
の
で
七
時
と
し
て
歳
班
(
季
節
的
骨
相
)と
憩
は
れ
る
暦
糊
を
有
す
る
の
は
頗
る
注
意
は
倍
す
る

rJ
の
堆
積
物
は
千
曲
川
の
嗣
岸
に
並
走
し
'
河
流
の
堆
石
段
丘
を
解
析
し
た
虞
は
露
頚
を
成
し
､
長
丘
丘
陵
､
連
､

中
長
峰
等
ほ
て
之
を
観
察
し
縛
る
｡

中
長
峯
は
飯
山
町
北
端
に
蓮
る
長
峯
丘
陵
か
ら
南
方
産
に
至
る
間
に
鮎
在
す
る
丘
陵
で
飯
山
輝
の
西
側
で
は
三
二

〇
光
内
外
の
飯
山
盆
地
の
上
に
三
〇
米
許
み
の
丘
卓
を
成
し
､
そ
の
下
部
に
厚
n
一
〇
来
以
上
の
廃
土
が
露
は
れ
'



次

い
で
赤
土
(約
五
米
)
､
安
山
岩
磯
及
び
第
三
紀
層
磯
岩
の
崩
壊
図
磯
(
凡

1
兼
吾

､
同
じ
-
間
藤
(
二
光
許
)
及
び

厚
rTu
T二
光
の
粘
土
層
が
凍
上

史
に
そ
の
上
を
磯
士
が
被
覆
し
て
ゐ
る
｡

蓮
で
は
酋
長
丘
の
丘
陵
と
の
間
は
千
曲
川
が
丘
陵
を
兼
酉
に
構
っ
て
流
れ
る
の
で
其
の
現
出
状
態
は
明
か
に
知
れ

る
｡
兼
紬
に
凡

･l
O
米
の
淡
黄
褐
色
の
凝
次
贋
粘
土
の
堆
積
が
あ
っ
て
.
暦
班
は
色
の
浪
淡
に
現
は
れ
､

二
U
糎
内

外
の
厚
を
成
し
,
東
側
は
北
三

〇
度
来
､
南
光
五
〇
些

西
側
は
北

三

度
尭
p
南
璽

一〇
度
の
傾
斜
堅
不
し
､
走

向
傾
斜
北
ハほ
著
し
く
鍵
化
す
る
｡
此
の
西
棟
は
崩
壊
物
の
食
め
不
明
で
あ
る
が
､
下
肢
の
搬
士
約

三

〇
米
は
及
ぶ
｡

此
の
堆
積
物
は
磯
の
大
小
に
ょ
-
暦
班
を

ホ
す
が
傾
斜
は
前
者
と
同
様
南
東
を
不
す
.

長
丘
丘
陵
の
地
盤
は
千
曲
川
に
沿
以
露
は
れ
､
磯
土
'
粘
土
'
安
出

石
砂
の
互
衛
は
次

い
で
安
E
岩
の
小
圃
磯
骨

が
瓦
暦
し
､
そ
の
上
部
は
磯
土
で
赦
は
れ
て
ゐ
る
0
こ
れ
等
の
堆
積
物
の
丘
陵
の
東
側
で
は
南
東
に
､
西
側
は
北
兼

に
傾
斜
し
て

走
向
は
局
部
的
に
担
化
が
あ
る
が
､
大
鰹
北
二
C
鹿
朱
に
走
-
丘
陵
の
走
向
は
賂
ぼ
そ
の
背
斜
軸
に

一
致
し
て
ゐ
る
｡

,J
の
堆
積
物
中
に
は
蔵
相
と
想
は
れ
る
も
の
が
諌
め
ら
れ
る
｡
前
述
の
河
水
堆
積
物
の
来
遊
は
現
は
れ
る
も
の
は

運
で
は
淡
黄
褐
色
の
数
次
貿
粘
土
の
堆
積
で
あ
-,I
P南
に
延
び
て
草
間
､
伊
豆
宅
這

血
野
､
石
村
の
蓮
ま
で
分
布
し
､

豊
野
観
青
山
の
北
西
側
に
あ
っ
て
は
昔
輩
暗
褐
色
､
肝

蓑
淡
色
の
凝
衣
贋
粘
土
の
互
暦
で
､
厚
n
lT
O
米
以
上
に
連

し

てゐ
る
○
各
圏
の
原
ru
は
下
部
に
於
で
は
極
め

て尊
王

一
米
に
四
〇
枚
の
薄
層
が
数

へ
ら
れ
'
上
部
は
多
少
厚

く
な
つ
tj
ゐ
る
○
各
層
は
厚

い
淡
次
色
の
部
分
と
薄

い
褐
色
の
部
分
か
ら
成
-
ー
前
者
は
温
暖
李
の
漸
氷
水
の
多

い

時
に
出
来
､
後
者
は
そ
の
減
少
し
た
塞
冷
李
の
餓
分
の
多

い
停
滞
し
た
水
の
堆
積
に
係
る
79
の
と
推
定
ru
れ
る
｡
露
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成
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鉾
十
八
各

節
六
統

空

也

1
六

頭
の
大
部
分
は
殆
ん
ど
直
立
暦
(
七
五
度
筒
の
傾
斜
)
ほ
て
そ
の
上
鼎
が
折
れ
て
水
軍
暦
と

升･6み
'
北
か
ら
商
は
向
ふ
魔
迫
は
よ
か
出
兼
ね
背
斜
を
指
示
し
て
ゐ
る
O
赤
土
中
に
安
山

岩
塊
を
含
む
融
土
は
そ
の
南
側
の
斜
面
を
被
覆
L
t
此
の
賂
迫
を
起
し
た
氷
河
の
押
し
出

し
た
埴
土
を
代
表
す
る
ら
し
い
｡

五
､
信
濃
北
部
火
山
地
閲
の
氷
河
作
用
の
据
膳

以
上
述
べ
た
事
賓
を
枇
宿
し
て
此
の
地
方
は
起
つ
か
氷
河
作
用
の
進
行
状
髄
貰

推
測
す

れ
ば
左
の
如
-
在
る
｡

一
､
長
野
よ
ら
柏
原
は
至
る
信
越
線
の
西
北
に
声
隙
山
か
ら
押
し
出
ね
堆
石
に
よ
卓
一

大
高
原
状
の
基
地
が
生
じ
p
飯
純
そ
の
他
の
譜
火
山
の
噴
火
し

て火
丘
を
起
し
た
後

に
氷
河
が
そ
の
傾
斜
闇
は
生
じ
て
定
に
そ
の
上
は
堆
石
を
押
し
流
し
た
る
fJ
と
は
暗

ぽ
裸
想
し
た
過
少
で
あ
る
rJ
と
｡

二
､
鳥
居
川
の
渓
谷
で
は
振
放
酌
凶
官
も
五
官
.
六
官
､
七
青
光
の
高
度

(
断
面
Ⅰ
よ

み
Ⅵ
)
を
有
す
る
段
丘
状
を
成
し
光
政
土
管
が
見
ら
れ
､
そ
の
左
岸
の
も
の
は
上
述

の
地
方
か
ら
凍
ね
氷
河
の
堆
石
環
に
相
督
す
る
も
の
と
想
は
れ
p
着
岸
に
は
斑
尾
火

山
方
面
か
ら
凍
た
も
の
と
封
曲

sch
a
aT
en
す
る
ら
し
い
乙
と
が
頗
る
注
意
す
べ

き

で
､
略
ば
同
時
に
消
長
が
行
は
れ
た
rJ
と
を
噌
示
す
る
乙
と
｡

三
､
此
の
約
四
百
米
の
堆
石
丘
は
千
曲
川
平
野
の
北
西
避
練
を
成
す
も
の
で
､
rJ
の
磯



士
の
下
盤
ほ
は
河
水
堆
積
厘
又
は
間
氷
期
を
代
表
す
る
管
理
あ
る
粘
土
の
互
暦
す
る
79
の
が
露
は
れ
､
之
を
被

覆
す
る
磯
士
か
ら
推
し
て
を
の
層
位
の
擾
乱
は
ペ
ン
ク
氏
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
南
方
で
水
音
の
連
接
に
起
っ
た
も
の

を
想
S
起
さ
せ
る
rJ
と
｡

四
'
四
段
の
堆
石
は
主
と
し
て
月
憶
方
面
の
山
麓
氷
河
飯
綱
黒
鯛
及
び
斑
尾
諸
火
山
の
裾
野
氷
河
に
起
因
す
る
も

の
で
.
そ
の
上
に
荷
は
浜
谷
氷
河
の
小
規
模
在
る
79
の
が
八
〇
〇
米
及
び

二

〇
米
の
基
地
を
成
し
て
ゐ
る
乙

.と
〇

五
､
後
者
は
飯
綱
山
の
東
南
酉
三
速
の

1
0
0
0
米
以
上
の
堆
石
に
見
る
如
上

主
要
氷
期
か
ら
骨
法
的
東
棟
状

態
に
擾
蹄
す
る
過
渡
期
即
ち
挽
氷
期
を
代
表
す
べ
FJ乙
と
｡

六
､
信
濃
北
部
山
地
を
練
と
る
丘
陵
地
は
長
野
附
近
よ
わ
飯
山
を
越
え
て
千
曲
川
に
縫
は
れ
つ
J
北
方
は
延
び
､

筆
者
(
許
塚
)
の
贋
期
洪
積
層
と
し
て
下
水
内
郡
地
異
問
に
染
色
し
た
も
の
は
主
と
し
て
山
地
か
ら
押
し
出
rhれ

ね
塵
土
層
よ
り
成
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
乙
と
.

七
､
此
の
丘
陵
の
波
状
を
成
し
た
上
面
に
見
る
針
尾
池
の
如

き
池
沼
は
堆
石
丘
間
の
阻
蜘
地
に
港

へ
た

タ

ー

ン

Tarns
の

一
と
零
敗
す
べ
き
rJ
と
.

八
､
丘
陵
表
面
の
赤
土
は
櫨
均
の
如
-
見
え
る
が
､
赤
土
と
匿
別
に
困
難
在
る
ま
で
に
葦
欄
し
た
安
山
岩
塊
を
含

み
､
磯
士
の
本
性
を
認
め
得
る
乙
と
｡

九
､
丘
陵
の
脚
部
に
放
け
る
切
取
に
見
る
新
鮮
在
る
磯
士
は
淡
次
色
を
量
し
､
且
つ
頗
る
硬
-
腰
結
し
､
挽
氷
期

凍
土
と
憩
は
る
･J
も
の
の
疎
熔
在
る
ほ
此
し
て
著
し
-
異
な
る
乙
と
｡

中
火
日
本
永
成
堆
椀
物
の
分
布

望

鼠

l
七


